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コミュニケーション
健常者

コミュニケーション
弱者

「あ、う、・・・・」

「ラーメンね、
わかったわ」

選択肢の提示

選択・指差し

了解

案内
規制

●機能 ●分類 ●場所・目的 ●サイズ/必要数/利用者 ●標準化

明示・補助

サイン
交通標識

空港、公共施設等
道路

大/少数/一般
大/少数/一般

一般案内用図記号
道路交通法

伝達 絵記号
PICシンボル

コミュニケーション
支援

小/多数/特定少数※ 日本規格協会
（JIS T 0103:2005）

アイコン 機器（操作アイコン）
紙・電子媒体等
(広告・マニュアル・W EB等)

小/多数/特定多数

※言語障害者、外国人などコミュニケーション弱者

一方向

双方向

コミュニケーションと
ピクトグラムの
可能性

これまで公共の場での

案内用サインとして広く使われてきた

ピクトグラムだが、これを健常者と

言語にハンディのある人々

（言語の異なる外国人も含む）との

コミュニケーションを図るツールとして利用しようという動きがある。

ピクトグラムが果たす「ユニバーサル・コミュニケーション」の

可能性について探ってみた。
文・作図●林 文博

P ICTO G R A M A N D CO M M U N ICA TION S

家族 台風 薬 トイレ

学校 欲しい 電話 ニュース

図1 JIS コミュニケーション
支援用絵記号参考例
6つの大カテゴリ（人/動物、様子/動き、飲食物、

家の中、家の外、文化/社会）と下位カテゴリーとして

それぞれ3～6つの中カテゴリーから成る。広く浸透することを目指

して一般案内用図記号とのデザインの共有も図っている

（「薬」や電話の「受話器」など）。データのダウンロードは

共用品推進機構http://kyoyohin.org/JIS.html（無償）

図2  コミュニケーション
 （話し言葉）

「お昼何にする？」

「ラーメンにしようかな」

「O K！」

話し言葉（音声）を介して、発信者が意図した意味や概念を

受け手に思い起こさせることで、コミュニケーション（意思疎通）を図る。

日本語では「ラーメン」という音が共通のイメージを呼び起こす。 

英語でnoodles［nú:dlz］と発音されてイメージがわかないという体験は、

言語障害のある人が「ラーメン」といわれてイメージがわかない体験と類似している。

外国ではだれもが一時的にせよ言語障害に陥るのだ。
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図3  サインとしての
ピクトグラム（一方向）
上図の案内サインは「トイレはこちらです」と

案内者がいっていることと同じ機能を果たす。

排泄という生理的欲求をもっている人にとって、一定内の距離から

このサインが視野に入ればその機能を発揮する。

ちなみに人（男女）のピクトグラムがトイレを意味するという

ルール（サインの文法）が一般に浸透するまでに10年を必要としたそうだ。

図4 指差し
コミュニケーション（双方向）
状況を共有する家族など

親しい間でのコミュケーションにおいて

指差しなど言葉によらないコミュニケーションが

頻繁に行われている。「指差し」そのものが

1歳ごろに獲得する人の最初の意図的な発信方法であり、

それを利用したのがPICなどの視覚シンボルを使った

指差しコミュニケーションといえる。

表1  ピクトグラム利用の比較




